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技 術 概 要 
 

 

技術名称 
２液混合型 けい酸塩系表面含浸材 

ＣＳ－２１ビルダー 

 

ＮＥＴＩＳ登録番号 

 

ＣＧ－１７０００９－Ａ 

問合せ先(開発会社) 株式会社アストン 技術部 担当：谷村 成 電話番号：０８６－２５５－１５１１ 

問合せ先(九州統括) 株式会社計測技研 営業部 担当：入江 理紗 電話番号：０９２－９３９－２６０６ 
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２液混合型けい酸塩系表面含浸材ＣＳ－２１ビルダー（ＮＥＴＩＳ：ＣＧ－１７０００９－Ａ） 

 

◆標準工程概要図 施工手順 

 

 

 

 

 
 

＊素地調整：高圧洗浄、サンダーケレンなど 
 

＊塗り重ね間隔：約 60 分（指触乾燥確認後） 
 

 
（標準歩掛，労務単価：R4 福岡県，材料ロス 10％含む） 

 

 

◆何について何をする技術なのか? 
 

中性化の進行した既設コンクリート構造物に適用する表面保護材。 
 

２液混合型のけい酸塩系表面含浸材で、混合直後から一定時間、低粘度状態を保ち、浸透した空隙内で

反応によりゲル化する性質を有している。 
 

コンクリート表面に塗布し浸透させることで、ひび割れ深部を含む表層部を緻密化し、施工後新たに発

生する微細空隙を継続的に充填して、水や各種劣化因子の侵入（鋼材腐食）を長期にわたり抑制する。 
 

かぶりコンクリートを健全に保つことができ、既設コンクリート構造物の長寿命化に寄与する。 

◆適用可能な範囲／特に効果の高い適用範囲 
 

既設コンクリート構造物／中性化が進んだコンクリート構造物 

目視では視認し難い微細ひび割れや、打継目などの劣化の進行が懸念される部分 

◆適用できない範囲 
 

セメント成分を含まないもの(樹脂コンクリートなど) 

既に浸透性吸水防止材などが塗布され、撥水性が付与されたコンクリート 

◆適用にあたり、関係する基準 

 

 

https：//www.cs21.jp 

 

土木学会発刊 コンクリートライブラリー119 表面保護工法設計指針(案) 

> 工種別マニュアル編 P143～187 > 表面含浸工マニュアル（けい酸ナトリウム系表面含浸材） 
 

土木学会発刊 コンクリートライブラリー137 けい酸塩系表面含浸工法の設計施工指針(案) 

> 反応型けい酸塩系表面含浸材 

◆ＣＳ－２１シリーズ製品による表面保護工法の選定フローチャート（例） 
 

  
  
 

  

 
  
   
   
  

  
 

 
  
  

 
  
  

 

適用範囲：中性化/塩害/凍害抑制対策（劣化過程が潜伏期段階までの既設に対し、単独で適用する場合） 

適用外：ＡＳＲ/化学的侵食 

※躯体防水の場合は、従来のＣＳ－２１を推奨【旧 CB‐020055 期間満了につき NETIS 登録終了(2017 年 3 月末まで)】 

 

設計価格：３,１００円/ｍ
２

 

 

２．CS-21 ビルダー（100g/㎡）塗布 

 
１．CS-21 ビルダー（200g/㎡）塗布 

 

 
 

    

 

  

 

 

 

素地調整 CS-21 ビルダー 
塗布（1回目） 

CS-21 ビルダー 
塗布（2回目） 

要
求
性
能 

適
用
外 

適
用
範
囲 

新
設 

既
設 

美
装
の
必
要
性 

あ
り 

な
し 

CS-21 ネオ塗布工法 

CG-160013-VE 活用促進技術 

 
CS-21 ビルダー塗布工法 

CG-170009-A 

 
CS-21 保護美装工法 

＞CS-21 塗布＋CS ﾌｨﾗｰ被覆 
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技 術 概 要 
 

技術名称 透水性保水型路盤材（ATTAC路盤材） 担当部署 事務局 

NETIS登録番号 QS-200039-A 担当者 杉山 季実加 

社名等 全国トース技術研究組合 電話番号 0942-30-1010 

技術の概要 現在、道路の歩道部において多くの箇所で透水性舗装が施工されており、その路盤部にお

いては、砕石（クラッシャーラン）が使用されているのがほとんどです。 

砕石は一般的には透水性・保水性が高いとされていますが、透水性舗装においては、繰り

返し降雨の浸透により、透水性が低下するのが実態です。 

その路盤部に「透水性保水型路盤材（ATTAC路盤材）」を使用することにより、透水性が確

保でき、降雨の流出抑制が図られ、浸水被害の減少等につながります。 

また、保水機能による蒸発散効果を利用した、暑熱緩和対策にも期待できます。 
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写真・図・表 
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技 術 概 要 

技術名称 パントレ工法 担当部署 技術開発部 

NETIS登録番号 ＫＫ－１６００２８－ＶＥ 担当者 古角 孝洋 

社名 好川産業株式会社 電話番号 ０６-６５３８－３９５１ 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 近年、高度経済成長期に建設された鋼構造物（旧塗膜に鉛・クロム・PCB 等の有害物

を含有する鋼橋梁等）の塗替え工事の需要が高まっている。鉛・クロム、ＰＣＢ等は人体

に対する毒性が非常に強く、発がん性がある他、皮膚障害や内臓疾患などを引き起こす

事例もある。平成２６年５月末に厚生労働省労働基準局安全衛生部より、「鉛等有害物

を含有する塗料の剥離やかき落とし作業における労働者の健康障害の防止について」

通達された。本通達では、「剥離作業は必ず湿潤化して行う」又は「湿潤化した場合と同

等程度の粉塵濃度まで低減させる」事を求めている。 

湿潤化工法が注目されており、環境対応型水系剥離剤「パントレ」を開発した。 

 

２．技術の適用範囲 

①：剥離可能な塗膜 

長油性フタル酸樹脂塗料、塩化ゴム系塗料、ポリウレタン樹脂塗料、 

エポキシ樹脂塗料、ふっ素樹脂塗料、鉛系さび止め塗料、有機ジンクリッチ塗料等 

②：剥離不可能な塗膜 

無機ジンクリッチプライマー、無機ジンクリッチ塗料、ガラスフレーク塗料等 

※錆、黒皮は除去できません。 

③：標準施工条件 

標準塗布量＝０．５～１．０㎏／㎡、剥離可能時間（目安）＝１６～２４時間 

塗装膜厚：約５００μm／回   

※旧塗膜の種類や気候条件等より、１回で剥離出来ない場合もあります。 

④：自然条件 

気温＝５℃～、湿度＝８５％以下 （結露時は施工不可） 

※５℃以下の場合、剥離性能が極端に下がります。 

 

３．活用実績  施工実績 90万m2超                      （令和 4年 8月） 

⚫ 国の機関                53件 

⚫ 自治体              475件 （内：九州地方 87件） 

⚫ 民間                    123件 （内：九州地方 28件） 
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４．工程写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パントレ塗布作業 

２４時間後 

剥離作業 
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担当部署 技術部

担当者 足立　昌紀

NETIS登録番号 KK-220026-A 電話番号 072-448-5277

会社名等 株式会社　友仁工業 MAIL adachi-m@tomoni.hp

技術の概要

 近年、NEXCO西日本株式会社において、あと施工アンカーの材料が有機系注入材から

無機接着系注入材に変更された。　それに従い、自社での実験及び接着系注入材メーカー

の協力をえて実験をくり返しTPD工法を開発いたしました。

 本技術は、無機系グラウト材を使用する接着系あと施工アンカー工法で有り、従来は電動

ガン等でグラウト注入後、アンカー筋を差し込んでいた。

 本技術は穿孔内にアンカー筋注入後、アンカー固定を行った後、加圧・減圧併用施工する

ことにより、無機接着系グラウト材の効果的な注入が期待出来る。

　穿孔完了時点でアンカー位置が確定できるため、鋼製ブラケットの設計製作工程に速や

かに移行可能。

 型板版を用いてアンカー筋を挿入するため、位置及び方向調整の時間が短縮。

 無機接着系グラウト材を加圧・減圧下で注入することにより、材料ロスの縮減可能。

　既設構造物の接着系あと施工アンカー工

　工程の短縮を求められる工事

５．活用実績（2022年11月1日現在）

国の機関　1件　(近畿　1件)

公共機関　2件　(近畿　2件)

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

TPD工法
(無機接着系あと施工アンカー工法)

技術名称
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施工順序

６．写真・図・表
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